
 その虫の種類、進入経路、万が一誤って食べた場合に
人体に害を及ぼすか等を調べて欲しい。

お客様から異物混入について詳しく説明を求められる事はありませんか？

　異物の混入を完全に防ぐことは非常に困難です。万全の予防対策を取ったつもりでも予期しないとこ
ろで、予期しないものが異物となる可能性があるからです。異物混入は消費者からクレームとなること
が大変多く、食品企業にとって大きなイメージダウンになりかねません。クレームにならなかった場合で

も事後の予防対策を取る必要があります。
その為にも異物が何であったか調べておく必要があるのではないでしょうか？

〒194-0013東京都町田市
                        原町田3-9-9

※検査日数及び検査料金
につきましては、検査物の
種類・状態・検査方法など
により異なりますのでその
都度ご相談ください。

報告書イメージ

 ≪　受託検査例　≫

・寄生虫
・昆虫
・蝶・蛾などのさなぎ
・幼虫
・人毛
・獣毛
・合成繊維
・金属片
・肉の同定検査
・変色原因調査
　　　　　　　　     など

*注  検査物の種類、状態によって特定できない場合があります。

【　野菜スープに混入していた虫の事例　】

（株）町田予防衛生研究所　H1911007－T

顕微鏡による形態の確認を行
います。
*注  実際の報告書には写真を掲
載致します。

試験結果から特定できたこと、
虫の特性、人体への影響の有
無等をコメント致します。

カタラーゼ活性試験によりどの
段階で混入したのか、ある程
度推測でき、今後の衛生管理
に役立ちます。
*カタラーゼ活性試験：検査物の加
熱の有無を調べるための試験。


